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会議名 令和元年度 習志野市国民保護協議会 

開催日時 令和２年２月１０日（月）午後３時 から 午後４時４５分 まで 

開催場所 習志野市庁舎 GF ABC会議室 

議  事 

及び 

会議の概要 

 

【発言内容】 

会長（冒頭あいさつ） 

これより令和元年度 習志野市国民保護協議会を開会する。 

本協議会は平成１９年以降、実に１２年振りの開催である。 

委員も承知のとおり、今夏に東京オリンピック・パラリンピック競技大会を控え、隣

接する幕張にて多くの競技が開催される。なお、幕張メッセから約８㎞の円を描くと、

その範囲に全市域が収まっており、幕張メッセ会場から最も近い市役所はこの習志

野市役所である。以上のことから、これまでにない多様化、国際化を実感する年とな

る一方、万が一の際に、市民の生命、財産を守るべく備えと準備を万全とする必要

があり、大会組織委員会、千葉県、近隣市等との調整を図り取り組んでまいる。 

また、本市でも聖火リレーが実施されるほか、全市立小学校６年生の学校連携競

技観戦など、市民の記憶に残る取組みを実施していく。 

 

１ 議事  

（１）審議第１ 習志野市国民保護計画の一部変更について 

（２）報告第１ 国民保護に関する取組みについて 

（３）報告第２ 危機管理監による国民保護に関する説明について 

 

２ 会議の概要   

（１） 審議第１ 習志野市国民保護計画の一部変更について 

 国の基本指針、千葉県国民保護計画、近隣市国民保護計画等との調和の

とれた計画となるよう、下記の変更について各委員から承認を得た。 

① 法令や公用文における漢字使用等に基づいた文言整理 

② 千葉県計画並びに近隣市計画との整合性確保 

③ 下水道事業が企業局に移管されたことに伴う機構改革 

④ 千葉県からの変更通知 

⑤ 地域防災計画との整合性確保 

※審議第１ 資料参照 

 

（２）報告第１ 国民保護に関する取組みについて 

 令和２年１月２９日に実施された「千葉県国民保護共同実動訓練」につい

て、習志野会場での取組みを中心に報告された。 

※報告第１ 資料参照 

 

（３）報告第２ 危機管理監による国民保護に関する説明について 

 東京オリンピック・パラリンピック競技大会を見据え、「市民のための対テロ」

として、警視庁製作の映像を中心に市民の備え等について報告された。 

※報告第２ 資料参照 
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【発言内容】  

委員 委員（回答） 

〈委員（習志野市薬剤師会会長）〉 

有毒ガスなどの検知器はどこが持ってい

るのか。 

〈習志野消防〉 

有毒ガスかどうか不明な初期段階にお

いて、毒液物の種別を判別する検知機

をもっている。 

〈習志野警察〉 

警察本部にて、成分等を詳細に分析で

きる識別検知機をもっている。 

〈陸上自衛隊〉 

各部隊に応じて、検知器をもっている。 

 

【発言内容】 

会長 

１月２９日に実施された千葉県国民保護共同実動訓練に、私も参加してきた。 

その際、最も驚いたことは、爆発事案が発生し、約１４０名の負傷者役がその場に

一斉に倒れこみ、そこからその状態が３０分近く続いたことであった。 

多くの視察者等にとっては、訓練進行上、問題やトラブルがあったのではないかと

思ったほど、負傷者役が倒れこみ横たわっている風景が続いた。 

このことからの実感として、現場にて何かが発生した際に、テロリストは大量殺人

が目的であり、近づいてきた人たちに被害を遭わせるため、さらに集まってくる人を

狙い、２回目の爆発が起きる可能性が高く、間違った行動次第では、さらなる大量殺

人が起こってしまう。通常の救急車が８～１０分かかるといわれているが、テロ災害

のような事案では、二次災害、三次災害の発生を防ぐ観点からや、現場の状況判

断、使われた爆発物やＮＢＣ検知など、通常以上に時間がかかってしまう恐れがあ

るということである。 

私たちの日常との関連性として、オリパラで、日本人が金メダルを取ったことを祝

し、爆竹を鳴らしたとなると、その瞬間に今回の訓練のような状態、つまりはパニック

が起きてしまうと考えられる。 

瞬時に、爆発なのか事故なのかは判断できないため、爆竹のようなものが鳴る

と、煙や音により、一斉に逃げろということとなり、ちょっとした些細な行動であって

も、大きなパニックに繋がってしまうことも考えられる。 

観覧者として、パニックは容易に発生してしまうことを想定し、会場には余計なも

のを持っていかないことや、テロリストに間違われるような格好をしないことなどを最

大限配慮することが重要である。 

オリパラを迎える私たちにできることとしては、各所でのセキュリティチェックへの

協力や時間に余裕を持って行動することと考えられます。 

皆様の機関にあっても対テロに対して準備を万全に望んでいる、あるいはこれだ

けの準備が必要であるとの認識の共有をもっていただきたいと考えている。 
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【発言内容】  

委員 事務局（回答） 

〈委員（）〉 

対テロの映像は勉強になったが、今後の

想定の中で、ドローンなどを使用したテ

ロも考えられるのか。 

 

 

〈習志野警察〉 

ドローン対策について、既に不審物等と

しての事案は入ってきており、現在、天

皇即位時や大阪Ｇ２０時の事例等を研究

し、各種想定への準備をしている。 

〈会長〉 

ドローンは比較的簡単に手に入るもので

あり、個人が勝手な安易な行動をしない

ことが大事である。 

 

以上 

問合せ先 所管課名：総務部 危機管理課 

電話番号：047-451-1151（内線 564） 

 


